
子どものためのコンサート  

ピアノ･デュオ･リサイタル 
 

日時：2020年 12 月 5 日（土）15:00 開演（14:00開場） 

会場：静岡音楽館AOI ホール（8F） 

出演：野平一郎、金子恵（ピアノ） 

 

 

 

 

 

   遠藤紗和、星野紘行（子どもピアニスト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲目：G.フォーレ：《ドリー》組曲 op.56              

          1.子守歌 2.ミ－ア－ウ 3.ドリーの庭 4.キティ･ワルツ 5.優しさ 6.スペインのワルツ 

M.ラヴェル：《マ･メール･ロワ》（マザーグース がちょうおばさんのおはなし） 

          1.眠りの森の美女のパヴァーヌ 2.おやゆび小僧 3.レドロネット、パゴドの皇妃 

          4.美女と野獣の対話 5.妖精の国 

G.クルターク：《遊び》より（子どもピアニストとの共演） 

C.ドビュッシー：小組曲 

            1.小舟にて 2.行列 3.メヌエット 4.バレエ 

 

主催：静岡音楽館 AOI 指定管理者（公財）静岡市文化振興財団 

  

 

🄫YOKO SHIMAZAKI 

新型コロナウイルス感染症の影響により、予定し
ていた出演者の来日が難しいことから、出演者を
変更して開催します。 

全指定 ￥2,500 
（静岡音楽館倶楽部会員￥2,250） 

    親子券￥3,000 

 

※このコンサートは小学校高学年から中学生を 
主な対象としています。 

※3 歳児からご入場いただけます（チケットが必要です）。 
※演奏中、静かにご鑑賞いただけなくなった場合は、一旦、ご退
席くださいますようお願いいたします。 

22 歳以下
￥1,000 

このコンサートの
ために実施したオ
ーディションで選
ばれました。 

～フランス近代の作曲家たちによる子どものための音楽とハンガリーの作曲家 G.クルタークの《遊び》～ 

好評発売中 



野平一郎（ピアノ） Ichiro NODAIRA（Pf.） 

東京藝術大学、同大学院修士課程作曲科を修了後、フランス政府給費留学生としてパリ国立高等音楽院に学ぶ。ピ
アニストとして内外のオーケストラにソリストとして出演する一方、多くの国際的名手たちと共演し室内楽奏者と
しても活躍。古典から現代までレパートリーは幅広い。近年は指揮者としても活躍、コンチェルトの弾き振りを含
め、自作初演でNHK 交響楽団等を指揮する。100曲に及ぶ作品の中には、フランス文化庁、アンサンブル･アンテ
ルコンタンポラン、IRCAM、国立劇場からの委嘱作品があり、近作では《祝典序曲》（K.ナガノ 指揮／モントリオ
ール交響楽団）、《触知できない領域》～チェロとピアノのための～（チェロ：堤剛）、管弦楽のための《時の歪み》
（杉山洋一 指揮／東京都交響楽団）、現在進行中の NHK 交響楽団との 3 年に亘る新作発表のプロジェクト《シズ
オカ･トリロジーⅠ》《シズオカ･トリロジーⅡ》（静岡県コンベンションアーツセンター）、室内オペラ《亡命》（サン
トリーホール）など、いずれの作品も圧倒的な成功を収めた。オーケストラ･ニッポニカ ミュージック･アドヴァイ
ザー。第 13 回中島健蔵音楽賞、芸術選奨文部大臣新人賞、第 11 回京都音楽賞実践部門賞、第 35 回サントリー
音楽賞、第 55回芸術選奨文部科学大臣賞、第 44 回、第 61 回尾高賞、第 75 回日本芸術院賞を受賞。2012 年
には紫綬褒章を受章。現在、静岡音楽館 AOI芸術監督。東京藝術大学作曲科教授。 

 

金子恵（ピアノ） Megumi KANEKO（Pf.） 

桐朋学園大学音楽学部卒業。ハンガリー国立リスト音楽院で研鑽を積み、サンタ･チェチリア音楽院（ローマ）ディ
プロマ取得。1984年、第 53 回日本音楽コンクール第 2 位。89年、ロベール･カサドシュ国際ピアノコンクール
（現･クリーヴランド国際コンクール）第３位及びショパン賞受賞。92 年、イタリアのフィナーレ･リグレに於いて
パルマ･ドーロ国際音楽コンクールで第１位受賞及び作曲家ヴェッキアート賞特別賞受賞。学研パブリッシング、全
日本ピアノ指導者協会での教材の録音多数。現在、国立音楽大学及び大学院教授、桐朋学園大学及び大学院非常勤
講師。全日本ピアノ指導者協会正会員、大江戸パパゲーノステーション代表。2017年、「リスト音楽院の仲間たち」
というコンサートで、クルタークの曲を連弾で出演したのをきっかけに、クルタークを研究し始める。現在、V.セ
ルヴァンスキーと R.カヴァイエの両氏に師事している。 

 

遠藤紗和（ピアノ） Sana ENDO（Pf.） 

2012 年生まれ、現在 8歳。ハイハイ期以前よりリトミックで音感を培い歩き始めるのとほぼ同時期にピアノに触
れ始める。3歳になり音楽発表会で初めての舞台に立つ。その後父の演奏の見様見真似でブルグミュラー《25 の練
習曲》などを、４歳になると CD などから〈小犬のワルツ〉をはじめとする耳で覚えた小曲を次々と弾くようにな
りいくつかの市民音楽マラソンにも出場し、人前で演奏することの楽しさを知る。小学校にあがり本格的にレッス
ンを開始、6 ヵ月後にはバスティンコンクールでコンクールデビューを果たすと、そのまま全国大会で優秀賞を受
賞。その後ショパン国際ピアノコンクール、ヨーロッパ国際ピアノコンクール、ソナタコンクール、ブルグミュラー
コンクール他、様々なコンクールで現在まで受賞を重ねると共に、いくつかのオーディションでも受賞をしている。
ピアニストを夢見て週 30 時間の練習を続けている。 

 

星野紘行（ピアノ） Hiroyuki HOSHINO（Pf.） 

焼津市在住。2007年生まれ。3歳からピアノを始める。現在、焼津市立大村中学校 1 年生。2018年、日本バッ
ハコンクール静岡地区予選優秀賞、2019 年、日本バッハコンクール全国大会銅賞受賞。2018 年（小学 4 年生
時）より、リサイタル「ぼくのコンサート」をアイセル 21 にて毎年開催するほか、2019年 8 月、焼津市総合福
祉会館（ウェルシップやいづ）主催サマーコンサート、同年 12 月、焼津市港地域まちづくり推進会主催クリスマ
スコンサート、2020年 2 月、焼津市明るいまちづくり市民大会スプリングコンサートに出演。これまで、中川眞
里子氏に師事。すみやマスタークラスにて白石光隆氏のレッスンを受講するほか、現代曲を中村和枝氏の指導を受
ける。 

 

 


